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英文誌

宮村新一1・堀輝三1・南雲保2・ナガアオサ (緑藻アオサ藻綱)

配偶子の受精時における眼点の挙動

Shinichi Miyamllra， Terllmitsll Hori and TamotslI Nagllmo: 

Eyespot behavior during the fertilization of gametes in Ulva arasakii 

Chihara (Ulvophyceae， Chlorophyta) 

ナガアオサ (U11ぽ arasakii)の受精時におけるU!l!点の挙

動を電界放射走査竜子顕微鏡を用いて観察した。雌雄配偶子

ともに2本鞭毛で，1 個の突出型眼点を細胞後方に持っている

が，その大きさには違いが認められた。小さな雄配偶子は小

さな眼点 (1.3:t0.15μmXl.O:t O. 29μm)を，大きなiltffi配偶子

は大きなu良点(1.6:t0.2ト山xl.l:t0.13μm)を持っていた。

限点上の細胞膜は他の部分に比べて滑らかで， 細胞膜を通し

て眼点頼粒の配列が観察できた。このような雌雄配偶子の細

胞体と[1良点の大きさと形状の違いに注目することで，受精H寺

における雌雄の眼点の挙動を追跡することが可能であった。

雌雄配偶子は，細胞体先端の鞭毛基部後方で接着，融合し，そ

の方向性には2つの様式が認められた。ひとつは雌雄配偶子

が同じ向きに平行に並ぶ様式であり ，もう一つは，反対向き

に並ぶ様式であった。いずれの場合でも，雌配偶子は眼点と

同じ側で雄配偶子と融合し雄配偶子はH良点と反対側で融合

した。融合が進むと雌雄配11"J-r-のペアは4本鞭毛の動接合子

となり ，雌雄の眼点は，細胞体の同じ側に並んで位置するよ

うになった。 この結果は，動接合子において2つの眼点が細

胞体の同じ側に配置するためには， 眼点に対する細胞融合面

の位置が雌雄配偶子間で反対である必要があることを示唆し

ている。(1筑波大 ・生物科学系 2日本歯科大 ・生物)

Anderca. M. 1.1・古市卓也 1・武藤尚志 1.2 : Dunaliella tertiolecta 

(緑藻植物門，緑藻綱)のミトコンドリア NADキナーゼ

Marinella 1. Anderca， Takllya FlIruichi and Shoshi Muto 

Mitochondrial NAD kinase from Duna/iella lerliolecta 

(Chlorophycea， Chlorophyta) 

Dunaliella tertiolectaから単離した仮想的なミ トコン ド

リア移行シク、ナル配列を持つヌクレオシ ド二リン酸(NDP)キ

ナーゼをコー ドするcDNA(Dt/l/DKl)は，出芽酵母で発現させ

るとプロセシングを受けたDtNDKlがミ 卜コン ドリ アに特異的

に分布する。本報では，D. tertiolectaミトコン ド、リアNDP

キナーゼの生化学的諮性質を明らかに した。N末端あるいはC

末端に(His)6タグを付加した成熟型蛋白質を発現し，アフィ

ニティークロマトグラフィーで精製した。非変成条件の電気

泳動およびショ糖密度勾配達心の結果は活性型酵素が6量体

であることを示した。酔素の至適pHは7で"clCDPに対して最も

高い基質特異性 (Iiヤ50mmol/L)を， UTP合成反応において

最も高いターンオーバー数を示した。また，精製DtNDKlは蛋

白質に対するリン酸基転移活性を併せ持つことが示された。

51巻3号掲載和文要旨

(1名古屋大・院・生命農学 2名古屋大・生物分子応答研究セ)

森田晃央・倉島彰 ・前川行幸 ワカメ及びヒロメ配偶休の生長

と成熟の温度特性

Teruwo Morita， Akira Kurashima and Miyuki Maegawa: 

T巴mperatllrerequit巴mentsfor th巴growthand maturation of the 

gametophytes of Undaria pinnatifida and U. undarioides 

(Laminariales， Phaeophyceae) 

ワカメは日本のl援海性コ ンブ目の代表的な種で， ~~~流の影

響が強し、一部を除く九州、|から北海道に至る全沿岸域に生育し

ている。一方，ヒロメはワカメと比較して水温のやや高い沿

岸域に生育していることから，これら2種の分布域を限定す

る要因と して水温が考えられてきた。そこで本研白究では， 両

種の配偶体を様々 なiAt度条件下で培養することにより， 配{肉

体の生長及び成熟から， 水温と分布域の関連性を明らかにし

ようと試みた。配{肉体の生長に最適な水温は，ワカメ及びヒ

ロメ共に200Cであり，また生育上限混度も共に 2S
0

Cであっ

た。一方， 配偶体の成熟適温はワカメが 10-15
0

Cであったの

に対し，ヒロメ は210Cであった。これは，ヒロメの成熟がワ

カメより高温に適応していることを示し，配偶体の成熟水混

が種の分布域を決定する主要因であることを示唆していた。

(三重大 ・生物資源)

平岡雅規1・篤田智 2・芹漂如比古3・大野正夫4・江端弘樹5. 

恵比須島;朝間帯岩礁域に生育する遺伝的に異なる2型のエツキ

アオサ (緑藻アオサ目)

Masanori Hiraoka， Satoshi Shimada， YlIkihiko Serisawa， Masao 

Ohno andトIirokiEbata: Two diffl巴rentgenetic strains of stalk巴d・

Ulva (Ulvales， Chlorophyta) grow on intertidal rocky shores in 

Ebisujima， central Japan 

エツキアオサstalked-Ulvaは，アナアオサ U. pertusa 

Kjellmanが波あたりの強い岩場で生育し，細長い柄を持つよ

うになった環境変異体と認識されてきた。しかし，エツキア

オサがアナアオサであるとする論文中に，アナアオサと交雑

しないエツキアオサも存在することが示されており，エツキ

アオサには2つ以上の分類群が含まれている可能性があった。

そこで，エツキアオサにアナアオサ以外の分類鮮が含まれる

のかどうか確かめるため，交雑実験，生殖細胞の挙動観察，培

養実験， DNA配列の比較分析を行なった。交雑実験から，ア

ナアオサと交雑するエツキアオサ (Up株)，交雑しないエツ

キアオサ (N株)の奥なる2型が含まれていることが示された。

N 株の2本鞭毛をもっ生殖細胞は，負の走光性をもら， Up株

のPf:fE雄配偶子よりもやや大きかった。このN株の生殖細胞を

培養した藻体は，同じタイプの生殖細胞を放出した。すなわ

ち， Nj*は2本鞭毛生殖細胞の放出を繰り返す無性生殖型生活



史をもっと考えられた。 ITS配列を比較すると， Up株はアナ

アオサと， N株はリボンアオサU.fasciata Delileとほぼ一

致し， Up株とN株が異なる分類群であることが支持された。培

養実験では，両株は野生藻体のような柄をもっ形態に生長し

なかった。これらの結果から，異なる二つの分類群が，波あ

たりの強し、同じ環境に生育することで，きわめてよく似た柄

を持つ形態に生長したと考えられた。(1高知県海洋深層水

研・NEDO，2北大・先端研， 3千葉大・海洋セ， 4高知大・海洋

生物教育セ， 5芙蓉海洋開発)

菓子野康浩1・工藤栄2.海洋性珪藻 Chaetocerosgraci/isにお

ける光環境変化に伴ったキサントフィルサイクル色素の協調的応

答

Yasuhiro Kashino and Sakae Kudoh: Concerted response of 

xanthophyll-cycle pigments in a marine diatom， Chaetoceros gracilis， 

to shi食sin light condition 

中心目海洋性珪藻印aetocerosgracilis Schottの培養細

胞を用いて，強光下およびそれに引き続く暗所でのディア

ディノキサンチン (DD)サイクル色素の相互変換速度を分析

した。強光照射に伴ってディアディノキサンチンからディア

トキサンチン (DT)への迅速な脱エポキシ反応が起こり，そ

の一次反応定数klま照射光強度によらず， 0-1 -1で、あった。照

射光強度の違いは，k値には大きな影響を与えず，むしろ最

終的なDTの量に影響していた。照射光を消すと DTからDDへ

のエポキシ化が起こり，そのk値は脱エポキシ化のものより

ずっと遅く， 0.005-009 min-1であった。さらに，この暗所で

の脱エポキシ化とは別に，DDサイクル色素の新たな合成も確

認された。これらの所見に基づき，光化学系の保護システム

としてのDDサイクルの一般的な性質について考察した。 (1姫

工大・院・理学研究科， 2極地研)

Abbott， 1. A.・Huisman，J. M. :ハワイ諸島における褐藻の新種，

観察および新産種について

Isabella A. Abbott and John M. Huisman: New species， 

observations， and a list ofnew records ofbrown algae (Phaeophyceae) 

仕omthe Hawaiian Islands 

ハワイ諸島(北緯19度04分，西経155度35分と北緯28度

25分，西経178度20分の間)から褐藻2新種，Padina 

moffittiana Abbott et Huisman sp. nov.およびCut1eria

irregu1aris Abbott et Huisman sp. nov.を記載した。ま

た，Ag1aozoniacanariensi・sに対して新組み合わせCut1eria

canariensisを提唱した。記載以後， 67年間報告がなかった

Nerei・aintricata Yamadaを新たに採集し，さらに14種がハ

ワイ諸島新産で、あった。今回の報告により，ハワイ諸島に生

育する褐藻は55種にのぼり，これまでより 2蹴培加したこと

になる。 15新産種の中で，Dictyota flabellata (Collins) 

Setchell et GardnerとSargassummuticum (Yendo) Fensholt 

はカリフオルニアから「偶発的Jに移入してきたものである。

ノ、ヮィ諸島新産種の中でも特筆すべきなのは，日本の琉球諸
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島でみられるNereiaintricata Yamada，アドリア海，地中

海，大西洋温暖域およびオーストラリア南部でみられる

Discosporangium mesarthrocarpum (Meneghini) Hauck，オー

ストラリアでみられる Distromiumf1abe11at四 Womersley，

Spatog1ossum macrodontum]. AgardhおよびSporochnus

moorei Harvey，太平洋および大西洋の温冷帯域でみられる

Desmarestia 1i♂11ata (Lightfoot) Lamourouxであり，これ

らの分布域はハワイ諸島から遠く離れている。日本のPadina

属数種と比較した結果，Padina japonica Yamadaは先に記載

されたPadinasanctae一crucisB・gesenに包含すべきであ

ると結論した。 (Univ. of Hawaii， USA) 

平田徹1・田中次郎2・岩見哲夫3・近江卓4・太斎彰浩5・青木

優和6・植田一二三6・土屋泰孝6・佐藤書彦6.横浜康継5.伊

豆半島南東沿岸海域における流れ藻生物群集の生態学的研究.

11.流れ藻生物群集における最大主枝長植物の季節変化

Tetsu Hirata， Jiro Tanaka， Tetsuo Iw釘ni，Takashi Ohmi， Akihiro 

Dazai， Masak位 uAoki，H司jimeUeda， Yasutaka Tsuchiya， Toshihiko 

Sato and Yasutsugu Yokohama: Ecological studies on出ecommunity

of drifting seaweeds in the south-eastern coastal waters of Izu 

Peninsula， central Japan. II. Seasonal changes in plants showing 

maximum stipe length in drifting seaweed communities 

1991年から1993年の春から秋にかけて伊豆半島南東沿岸海

域から採取した流れ藻ノ4ッチ902個において，最大主枝長

45cm以上を示すホンダワラ類20種の季節変化を調べた。第l

に， 3年間連続して出現する種を扱い， 3年間を通し月毎に

プール化した月平均出現頻度の上位3種を解析した。第2に，

各年の月々の平均出現頻度における最上位種と各年の月々の

出現における連続性を解析した。第3に，各年の月別サンプ

ルに基づ、くデンドログラム解析を行った。第1と第2の解析

によって季節的に識別可能な3変化が明らかになった。4月か

ら6月においては，ある安定した推移の中で，優占度はアカ

モクSargassumhorneri (Turner) C. Agardhからヨレモクモ

ドキSargassumyamamotoi Yoshidaに置き換わり， 7月には，

タマナシモク Sargassumnipponicum Yendo，ホンダワラ

Sargassum fu1ve11um (Turner) C. Agardh，ノコギリモク

Sargassum macrocarpum C. Agardhまたはコブクロモク

Sargassum crispifo1ium Yamadaの低い出現頻度の中で，ヨ

レモクモドキ，ノコギリモク，コブクロモク，マメタワラ

Sargassum pilu1iferum (Turner) C. Agardhが定常的に出現

し， 8月から 10月においては，ある安定した推移の中で，ノ

コギリモクからトゲモクSargassummicracanthum (Kutzing) 

Endlicher，オオパモク Sargassumringgo1dianum Harvey に

置き換わった。第3の解析において，各年の月別サンプルを

4グ、ループに分割し，れぞれ上位5種からこの4グ、ループの特

徴付けを行った。この特徴付けにより，季節変化にともなっ

て最上位種がアカモク，ヨレモクモドキ，ノコギリモク，ト

ゲモクに推移することが示された。これらの3解析の中での

特徴的な種の重複から， 7種(アカモク， トゲモク，ヨレモ

クモドキ，ノコギリモク，オオパモク，タマナシモク，コブ
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クロモク)が優占種とみなされた。今回の結果をこれまでの

研究と比較すると， 4月から6月までの期間と7月の季節変化

における各植物群落ノ号ターンの類似は，それぞれ安定な変化

と不安定な変化の結果であること， 8月から 10月の季節変化

における植物群落パターンの不一致は， 1991年8月のオオパ

モクとノコギリモクにおける出現頻度の相違の結果であるこ

とが示唆された。これらの結果は，本研究の4月から 10月の

植物群落における優占種の季節変化は7月を除き，周期的で

あることを示した。 (1山梨大・教育人間科学， 2東水大・資源

育成， 3東京家政学院大・生物， 4築地お魚センター資料館， 5

志津川町自然環境活用セ， 6筑波大・下回臨海実験セ)

佐々木秀明 1・Lindstrom，s. C.2・Waaland，J. R.3・川井浩史4 • 

紅藻Orculil肋mdenticulatum rこ内生する褐藻アナメ(コンブ目)

の配偶体

Hideaki Sasaki， Sandra C. Lindstrom， J. Robert Waaland and 

Hiroshi Kawai: Occurrence of gametophyte of Agarum clathratum 

(Laminariales， Phaeophyceae)， as an endophyte of Orculifilum 

denticulatum (Rhodophyceae) 

紅藻Orculifilumdenticulatum Lindstrom(カクレイト目)

に内生する糸状褐藻を太平洋北東部，アラスカのジュノーに

おいて採集した。 αdenticulatumの組織内において糸状体
は分枝し，細胞壁内において網状に発達していた。糸状褐藻

の細胞は，ピレノイドを欠、ザ状葉緑体を複数個保持してい

た。顕微鏡による形態観察や培養実験では，種はおろか目の

同定も困難であったが，rbcL遺伝子やrDNAのITS領域を用い

た分子系統解析により，糸状褐藻がコンブ目アナメ (Agarum

clathratum Dumortier)の配偶体であることが明らかになっ

た。自然環境下におけるコンブ目配偶体の観察はわずかに報

告されているが，紅藻内に内生するコンブ目配偶体の種の同

定に至ったのは本報告が初めてである。(1神戸大・遺伝子セ，

2Univ. of British Columbia， Canada，3Univ. of Washington， 

USA， 1神戸大・内海域セ)

半田信司 1・中原美保2・坪田博美2・出口博員IJ2.中野武畳3. 

日本から報告された気生薬類の一新種 Stichococcus

ampulliゐIrmissp. nov. (緑色植物門.トレポウクシア藻網)

Shi吋iHanda， Miho Nak油ara，Hiromi Tsubota， Hironori Deguchi 

and Taketo Nakano: A new aerial alga， Stichococcus ampulliformis 

sp. nov. (Trebouxiophyceae， Chlorophyta) from Japan 

広島県帝釈峡のイヌガヤの樹皮より分離した穣株に基づき，

気生藻類Stichococcusampull iformis S. Handa (緑色植物門，

トレボウクシア藻綱)を新種記載し，光学顕微鏡及び電子顕

微鏡による観察と系統解析を行った。本種の形態的特徴，特

に生活史において短い糸状体を形成する性質はStichococcus

属に見られるものである。しかし，出芽により大小2つの異

なった大きさの娘細胞を形成する分裂様式は，本属の他の種

とは異なっている。大きい方の細胞は母細胞壁に固まれた状

態ですぐに通常の栄養細胞と同じ大きさになるが，小さい方

の細胞は放出され，成熟した栄養細胞になるまでにより長い

日数を要する。 18SrRNA遺伝子に基づいた系統樹では， S. 

ampulliformisはトレボウクシア藻綱に属し，Stichococcus 

bacillarisやカワノリ属と近縁であることが示された。 (1広

島県環境保健協会， 2広島大・院・理・生物科学， 3広島工大・

環境・環境情報)

Lindstrom S. C.・FredericqS. : ) レピスコ大サブユニット遺伝子解

析により明らかになった太平洋北東部のアマノリ属の系統関係と

新種Porphyraaestivalis 

Sandra C. Lindstrom and Suzanne Fredericq: rbcL gene sequences 

reveal relationships among north-east Pacific species of Porphyra 

(Bangiales， Rhodophyta) and a new species， P. aestivalis 

主に太平洋北東部で採集したアマノリ属23種とウシケノリ

属l種のルピスコ大サプユニット遺伝子の塩基配列を決定し，

既に報告されている両属の塩基配列を含めて分子系統学的解

析を行ったところ，ウシケノリ属の系統に混じってアマノリ

タイプの形態を示す種群が次の5つに分かれることが分かつ

た:(1) P. papenfussii V. Krishnam.， (2) P. mumfordii 

S. C. Lindstrom et K. M. Cole， P. rediviva Stiller et 

Waalandおよびタイプ種P.purpurea (Wahlenb.) C. Agardh 

を含む北大西洋種群， (3) P. cuneiformis (Setch. et Hus) 

V. Krishnam.， P. occidentalis Setch. et Hus， P. 

schizophylla Hollenb.， P. variegata (Kjellm.) Kjellm. 

およびそれらの大西洋姉妹種(藻体はすべて2層)， (4) P. 

aestivalis sp. nov.および北大西洋姉妹種P. birdiae C. 

D. Neefus et A. C. Mathieson， (5)太平洋および大西洋の

代表種を含むクレード。これまでイソザイム，形態および染

色体の特徴などで認識されていた姉妹種が，Ji.いに近縁であ

ることが確認された。形態的に類似している雌雄異株種P.
pseudolanceolata V. Krishnam.， P. conwayae (S. C. 

Lindstrom et K. M. Cole) stat. nov.およびP. lanceolata 

(Setch. et Hus) G. M. Smith は，雌雄同株種P. fallax S. 

C. Lindstrom et K. M. Coleとともに，高い確率でクレード

5内のサブクレードを形成した。今回の結果により，ウシケ

ノリ目の種問やより高次分類群聞の系統関係をさらに解明す

るためには，包括的な種のサンプリングと異なる遺伝子の解

析が必要であることが浮き彫りになった。 (IUniv. of Bri tish 

Columbia， Canada， 2Univ. of Louisiana， USA) 




